
ll尾部轟だ割抑∴、、

髄参捜しこ蒔く年の栂薙父ちゃん＼掛祖師やん雨て一緒匡

遭⊥ふ下さ滴り机ラ謹Ll紅玉oboちゃんの忠揃う中

寺七郎」Y竜宮の甘祖父下や璃迫田†叫青汁でなく崩せ弓の

掴姉や璃浦ち申せのみ小会岬察しし一思いとして時に確証

もて戸外鞋伊が毒草坤い手持両月お葡琴曲‥申しずつ色・

すいてきち福浦てやイロワT、ソテ帆言語ソ＼泣出阜見っけて

ヤ両」坤根津し糾合鮭持て一時師して申圭両軍六人も
しっ卵弼涌高評壬で丁寧阜於いて嘩師直し一事中一や†陶

も［㌔彊苗匡ここう＼小津も急かし卑くりこ∵亀で車軸取してし上古すo

造即韓両部飾・的蛍春雨補く与えて下車耗榛や謡秦や

雨鉦申せ誌して令てて下さろうが点るこも、講壇一して下さる

詞豊嶋曲直詳＼献立のせ両神料1っ再暗く0人の

勘1滴まって．いるこももお前Vの中で、ヌ食事中の会誌ふ伝えて

し＼手中t臥、串0滴蒔補い即時や儀幸時事騨捕V
L1暗証、し凋横唖軸暗く叫叫の勘に綿痛新皇

帝つて亜さしてし、き善しようQ
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